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　5．光　度　目　測

　初めに一一・言，1封内の各星の命名法を述べる・二重：星である揚言は殆んど

問題にならないが，3個以上の星が1鋤をなしてみる揚州，如伺なる名前を付

けるかと言ふと，一般に，光度の大なる星から順にA星，B星，　C星………

と言ふ．併し例外として，例へば三重星で内2個が連星の時は！星をA星，

三星をB星，連星二二の星を光度如何に關わらすC星と言ふ事もある．更

に獲見者の命名に從ふ事もある．

　測微観測の揚合に光度を旧格に測定する必要はない様に思ふ．私は輩に

checkの意味と，整理をする揚合に観測の難i易を知る目安として，光度差を：

直感tC依って目測してみるのであって，攣光星観測の如き嚴密なものではな

い．併し，三二三星の光度を測定する事も叉重要な事柄であって，決して無

覗し得ない許りでなく，二合に依っては攣光星と同檬な光度観測が必要とな

る事を記憶して置V・て頂き度い．

　爾星の合成光度は大抵の慨星目録に出てみるから，二者の光度差を測ると

各星の光度は計算から導かれる．其の計算法を下に述べやう．

　今，

’6i；．1ge，／6te・Yea／／k／iiis・6L・／i：1111’：1．11：11illl（，i］

なる關係がある．此虚でdとxとの聞には次式の檬な關係がある．

　　　　　1・9（　　　　11十　　2，512ct）

　　　　　　　　　　　　．．．．．．，．．”一．．”．”．”．．．．”．”．．．．”．”．”．”一．．”一．．（5）

　　　x＝　　　　　　　　U．4

　（5）式のdに種々の値を入れてXを求め，之を表にすると第3表を得る・

故に，合成光度が知れて居れば，目測からdが判り，それに封ずるxを第3表



天界172 ご重星　の　話
371

第5表
から求め，（3）式に代入すれば主星の光度が求められる・

更にその主星の光度を（4）式に代入して黒星の光度を得る・

爾ほ，第3表の更に詳しv・表は小山理學士が126頁に書かれ

てみるし，例題も詳しく述べられてみるから滲照され恥い・

　若し爾星の光度差が絵りに大である時は，使用望遠鏡で

見得る最低光度から制篤して． C斗星の光度を直接等級で目

測する方がよv・．

　6．観測時刻

　観測時刻は年の分敷で表す事は甑に述べた様にJ・HersheI

時代からの習慣である．第4表及第5表は李．年及び閏年の毎

　　　　　　　第4表　（雫　　　年）
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第5表　（閏 年）
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日を年の分数で示したもの．此等の表は日本中央標準時の毎日零時の値を萬

壮時で表はしたもので，從って一月1日零時は前年の．999年となる．

　　　　　1日寺問＝＝O．OOO114年

であるから，殆んど1夜中の襯測も之の表の義脚儘を用ひて差支へない．只

判り切った注意ではあるが，例へば1日夜の観測には2日零時の値を繁用する

事．

　　　　　　　　　　　　　　　　　§3．観測用器械

　観測用器械としては望遠鏡が主である事今更言ふ迄もないが，之に附属す

る種々の設備等を含め一纏めにして述べる事にする。
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　1．塑蓮鏡の分離能力

　星斗は御承知の様に中央に輝いた貼があり，それに綾V・て幾個かの光輪が

見える．從って其の間には暗輪もあるわけで，其の内最も小さV・暗輪の牛径

rは，理論並に経験の三方より求めて次の如き値を得る．
　　　　，＝Li”！：li；IE2！’03　．．．．．．，．．”．．．．．．．”m“．．”“．．．．．．．．．．．．．．．．．”．．．．．・・．．・．・・．・・一・（6）

’（6）式のDは射物レンズの直径を：吋で表はしたものである．つまり件星が

（6）式で表はせる距離にあれば爾星は分離して見得るので，之のrの値をそ

の望遠鏡の分離能力と言ふ．所が之れは光度が違へば違って回るものであっ

て，多数の観測者が10糎から9α腫までの口径の望遠鏡を使用して測った二重

星の最短距離をLewisが調査して次の結果を得てみる．（第6表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表中等光度輝星の封の値を
　　　　　　第　　6　表

封の種数　　rの値　三星の雫均光度

〃

等光度輝星
4．8

ｺ 5．7と　6・4

等光度微光星
8．5

ｺ 8．5と　9．1

不等光度
16．5

c
6．2と　9．5

甚だ不等光度
36．0

4．7と10．4
D

1

封物レンズの大さに從って曲線

にi謹いてみると第3圖の如くな

る．

　誉れも亦た一般的の値であっ

て，人に依り，器械に依って多

少の差異はあるわけで，例へば
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　然し實際観測に當っては，分離能力極限の所を測る事は鹸程の熟練家でな

い限り無謀であって，むしろ，之の極限の2培の距離を以て最短限度に撰ぶの

が最も無難であると思はれる，と言ふのは次の如き事實があるからである．

即ちそれは，短距離の鋤を口径の違った望遠鏡で測ると，同じ観測者であっ

ても口径の小さV・望遠鏡に依る方が距離をより大きく測る傾向があると言ふ

事である．之の難に關するAitkenの研究に依れば第7表を得る・

第　　7　表

星鍛 30糎使用 91糎使用 差

〃 〃 〃

20 0．52 0．42 十〇．io

25 0．62 0．54 十〇．08

20 0．71 0．64 十〇．07

24 0．S1 0．79 十〇．02

24 1．07 1．03 十〇．04

21 1．38 1．39 ＿0．01

26 2．13 2．10 十〇．03

18 4．49 4．53 ＿0．04

ど系統的誤差はなくなって了ふ．

　2．接　眼鏡

第7表に依って明らかなる如く，系

統的誤差の大きv・のは30糎の分離能

力（0！’42）の2倍の所までNあって，

それ以上は小さい．所が人に依って

は逆の符號を示して，30糎で測った

方が46糎や，102糎で測ったよりも

距離を小さく測ってみる人もある．

が何れにせよ，距：離の小さい調程誤

差が大きく，5秒位ひになると殆ん

　使用する接眼鏡の倍率は一際大切な事ではあるが，之れに關する規約と言

ったものは簡軍には述べられない．只原則として，

　　　　辺イングの許す限り高倍傘を使用する．

と言ふ事を三軍すればよVb．事實シ1イングの悪い時，高倍率を用ふると，立

像が踊る許りでなく中央像が見えなくなる事がある．力砥る夜に無理に観測

しやうと思へば低倍率を用ひ，且つ距離の遠い封を測る様にしなければなら

ぬ・併しシ1イング良好の夜に高催車で測る程慣値のなVO事は勿論である・

花山の測微器には440倍より高倍率は付いてみないので私は殆んど之れ許り

使用してみるが，Ai亡kenに依ると91糎望遠鏡の揚合，5秒以上の距離の封に

は520倍，1秒の封には1000倍，0．5秒以下の封にはiOOO～3000倍を使用してみ

る由である．（つy“く）


